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戦略重点科学技術イノベーションパイプライン
スパコン・システム技術

基礎研究 応用研究 実用化研究 実用

第１期科学技術基本計画
地球シミュレータ計画

（H９～H１３）

CP-PACS計画（H４～H８年度）

PACS-CS計画（H１７～H１９）

最先端・高性能汎用スーパーコンピュータの開発利用

（H18～H２４年度）

将来のスーパーコンピューティング

のための要素技術の研究開発

（H17～H19）

分散共有型研究データ利用基盤の整備（GRAPE－DR) 
（H1６～H２０年度） [科学技術新興調整費]

超高速コンピュータ網形成

プロジェクト（ＮＡＲＥＧＩ）

(ｸﾞﾘｯﾄ゙実証） （H15～H17年度）

ＩＴＢＬ（IT-Based Laboratory）構築及び活

用（基盤ソフト）
（H13～H17年度)

情報社会を支える新しい高性能情報処理技術
（H１３～H１９年度） 「JST CREST]

情報システムの超消費電力化を目指した技術革新と
統合化技術（H17～H23年度） [JST CREST]

第３期科学技術基本計画

製品化：
日立 SR
シリーズ

STA(Se em
less Thi kning

Aid)基
本
シ
ス
テ
ム
の
開
発
（基

盤
ソ
フ
ト
）
（H7
～

H12
年
度

) 製品化：
NEC SX
シリーズ

量子情報処理システムの実現を目指した新技術の創出
（H１５～H21年度） [JST CREST]

第２期科学技術基本計画

数値風洞（H２～H５年度）
製品化：
富士通
VPP
シリーズ



戦略重点科学技術イノベーションパイプライン
スパコン・アプリケーション技術

基礎研究 応用研究 実用化研究

革新的シミュレーションソフトウェ

アの研究開発（H1７～H1９年度）

戦略的基
盤ソフトウェアの開発

（H１４～H1７年度）

地
球
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

（H
１
２
年
度
～
）

人間系の特性を考慮した大模・複雑システムのモ
デル化、解析、制御、設計に関する総合研究
（H１０～H１4年度）

物質・材料設計のための仮実験技術に関する研究
（H８～H１２年度）

タンパク質の量子化学反応解析システムの開発
(H12～H16年度) [JST ACT-JST]

設計用大規模計算力学システムの開発
（H９～H１3年度） 「学振・未来開拓]

マルチスケール・マルチフィジックス現象の統
合シミュレーション
（H17～H２３） [JST CREST]

第１期科学技術基本計画

超
高速コンピュータ網

形成プ

ロジェクト（ＮＡＲＥＧＩ）

(ナノ実証） （H15～H17年
度）

C
P

-P
A

CS

（ H
９
～

H
１
８
年
度
）

ＩＴＢＬ（IT-Based Laboratory）構築
及び活用

（アプリ）
（H13～H17年度)

「e-サイエンス」実現プロジェクト

（H14～H18年度）

第２期科学技術基本計画

最先端・高性能汎用スーパー

コンピュータの開発利用 (グランドチャレンジ・アプリケーション）

（H18～H２４年度）

PACS-CS
（H18～）

第３期科学技術基本計画

実用



2006年度

2001年度

第１期科学技術基本計画

第２期科学技術基本計画

1996年度

Ｍ
ＩＲＡ
Ｉ ※
３（2001～

2005）

広
島
大
（1980～

）

selete
個
別
企
業

Ｍ
ＩＲＡ
Ｉ ※
３（2001～

2005）

個
別
企
業

Ｌｏｗ
Ｌｏｗ--kk ※※

２２

・ＮＥＣにて実用化
に向けたLow -k材
料の評価
・ＵＬＶＡＣにてポー
ラスシリカ材料を実

用化（2006年）

・日立が有機Low-k膜を用いたバイポーラＩＣを製品化（1977年）
・モービルが石油化学触媒用途にポーラスシリカ合成法を開発（1990年）
・三井化学、ＵＬＶＡＣがポーラスシリカ合成法を開発（1990年）

High
High--kk ※※

１１

イノベーションパイプライン網の具体例（経済産業省関連）

日立国際電気にて
High-k製造装置を
実用化（2005年）

・High-k絶縁膜に関する理
論・基礎研究（1980年～）

Ｍ
ＩＲ
Ａ
Ｉプ
ロ
ジ
ェ
ク
トの
イ
ノベ
ー
シ
ョン
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

第３期科学技術基本計画

基礎研究 応用研究 実用化研究

※１：High-k：高誘電率ゲート絶縁膜材料 ※２：Low-k：低誘電率層間絶縁膜材料 ※３：ＭＩＲＡＩプロジェクト（ＮＥＤＯ）

次々世代の技術（More-than 
Moore / more Moore）について
JEITA半導体技術ロードマップ委
員会での議論（2006年～）



2006年度

2001年度

第１期科学技術基本計画

第２期科学技術基本計画

1996年度

第３期科学技術基本計画

極
端
紫
外
線
（EUV）露

光
技
術
の
イノベ

ー
シ
ョン
パ
イプラ

イン

日本初のEUV露光実験
NTT（1986）

EUV発光・集光実験
ニコン、日立（1990年第前半）

（文
）EUVレー

ザ
ー
の
基
本
原
理
解
明
※
１(2003～2007)

（経
）EUV光

源
の
露
光
装
置
の
開
発
※
２(2003～2007)

（経
）MIRAI、EUVマ

ス
ク開
発
※
３(2005～)

（民
間
）セ
リー
ト、EUVレジ

ス
ト材
開
発 (2005～)

基礎研究 応用研究 実用化研究

イノベーションパイプライン網の具体例（経済産業省関連）

α機を出荷
ニコン（2007年予定）

連
携

連
携

テ
スト機

※１：極端紫外（EUV）光源開発等の先進半導体製造技術の実用化、 ※２：極端紫外線（EUV）露光システム開発プロジェクト（NEDO）、
※３：MIRAIプロジェクト(NEDO）



応用研究 実用化研究

第１期科学技術基本計画

「超小型大容量ハード
ディスクの開発」の成果
は、垂直磁気記録方式
によるハードディスクドラ
イブの製品化に弾みをつ
けた。（プロジェクト参加
企業である日立ＧＳＴ、東
芝により、すでに量産化
が始まっている。）

第２期科学技術基本計画

第３期科学技術基本計画

高
機
能
・超
低
消
費
電
力

メモ
リ
の
開
発

（ＩＴプ
ロ
グ
ラ
ム

,H14-18）

実用

超
小
型
大
容
量
ハ
ー
ド

デ
ィス
ク
の
開
発

（ＩＴプ
ロ
グ
ラ
ム

,H14-18）

ス
ピ
ン
制
御
に
よ
る
半
導
体

超
構
造
の
新
展
開

（科
研
費

,H9-12）

半
導
体
ス
ピ
ン
ト
ロ
ニ
ク
ス

（ＪＳ
Ｔ,H14-19）

テ
ラ
ビ
ッ
ト・ス
ピ
ニ
ッ
ク
・

デ
ー
タ
ス
トレ
ー
ジの
基

礎
検
討
（科
研
費

,H8-9）

垂
直
ﾊｰ
ﾄ゙磁
気
ﾃ
ｨ゙ｽｸ

装
置
を
用
い
る
超
大
容

量
ｽﾄﾚｰｼ゙

ｼｽﾃﾑの
研

究
（科
研
費,H9-11）

柔
軟
な
ス
ピ
ン
クラ
ス
タ
ー
配

列
か
ら
な
る
超
高
密
度
磁
気

記
録
メデ
ィア
の
研
究

（科
研
費

,H11-12）

高
機
能
・超
低
消
費
電
力

コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィン
グ
の
た

め
の
デ
バ
イ
ス
・シ
ス
テ
ム

基
盤
技
術
の
研
究
開
発

（新
規

,H19-23）

戦略重点科学技術イノベーションパイプライン
ストレージ・高速デバイス技術

基礎研究

●ハードディスクの垂直磁気記録方式が
提唱される（昭和５２年、東北大学より）

超
大
容
量
高
速
ｽﾄﾚｰｼﾞｼｽ

ﾃﾑ

の
研
究
（JSPS

未
来
開
拓
，

H11 -15）

身
体
・脳
・環
境
の
相
互
作
用
に
よ
る

適
応
的
運
動
機
能
の
発
現

（科
研
費
，H17-21）

不
揮
発
性
デ
バ
イ
ス
に
基
づ
く

ク
イ
ッ
ク
オ
ン

VLSIシ
ス
テ
ム

の
構
成
（科
研
費

, H18-19）

ス
ピ
ン
トラン
ス
ポ
ー
ト

デ
バ
イ
ス
に
関
す
る

研
究
（科
研
費

,H8-10）

固
体
中
へ
の
ス
ピ
ン

注
入
に
よ
る
新
機
能

創
製
（ＪＳＴ,H12-17）

ﾎｲｽﾗｰ合
金
を
用
い
た
高
ﾄﾝﾈﾙ

磁
気
抵
抗
素
子
の
創
製
とｽﾋﾟﾝ注

入
磁
化
反
転
（科
研
費,H17-19）

微
小
領
域
の
磁
性
と伝
導

（科
研
費

,H9-11）

転
送
ボ
トル
ネ
ッ
ク
フ
リ
ー
多
値

ロ
ジ
ッ
ク
イ
ン
メモ
リVLSIの

開

発
と
応
用
（科
研
費

,H 13-16）

室温トンネル磁気抵抗発見（平成７年）
強磁性半導体の創製（平成２年～）
いずれも東北大から



第１期科学技術基本計画

第２期科学技術基本計画

第３期科学技術基本計画

2006年度

2001年度

1996年度

ﾈｯﾄﾜｰｸﾛﾎﾞｯﾄﾌｫｰﾗﾑ設立 （03年、総務省）
ﾛﾎﾞｯﾄ分野の技術戦略マップ策定 （2005年、経産省）
ﾛﾎﾞｯﾄ政策研究会 （05年、経産省）

基礎研究

米国から初めて産業用ﾛﾎﾞｯﾄを輸入（1967年）

イノベーションパイプライン網の具体例イノベーションパイプライン網の具体例
（世界に先駆けた家庭や街で生活に役立つロボット中核技術）（世界に先駆けた家庭や街で生活に役立つロボット中核技術）

早稲田大学「ＷＡＢＯＴ－１」開発（1973年）

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ､ﾓﾊﾞｲﾙ技
術
の
発
展
（総務
省等

）

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ､､ﾓﾊﾞｲﾙ技
術
の
発
展
（

ﾓﾊﾞｲﾙ技
術
の
発
展
（総務
省等

総務
省等

））

応用研究 実用化研究

戦略的先端ﾛﾎﾞｯﾄ要素技術開発
（06～10年、経産省経産省）

人間協調・共存型ﾛﾎﾞｯﾄｼｽﾃﾑ開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ （98～02年、経産省経産省）

次世代ﾛﾎﾞｯﾄ実用化ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ（愛知万博） （04～05年、経産省経産省）

大都市大震災軽減化特別ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

（02～06年、文科省文科省）

愛知万博 （2005年）

ﾈｯﾄﾜｰｸﾛﾎﾞｯﾄ技術の総合的研究開発

（04～08年、総務省総務省）

成果の
受け渡し

「今年のﾛﾎﾞｯﾄ」大賞の創設 （06年、経産省）
ﾛﾎﾞｯﾄ･ﾋﾞｼﾞﾈｽ推進協議会（仮称）の創設（06年予定、経産省）
ｻｰﾋﾞｽﾛﾎﾞｯﾄの安全性確保のためのｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの策定 （06年度予定、経産省）

ﾛﾎﾞｯﾄの知能化技術開発
（07年～、経産省経産省）

「環境構造化」と「ﾛﾎﾞｯﾄ用基盤ｿﾌﾄｳｪｱ」の推進

・ﾛﾎﾞｯﾄﾀｳﾝの実証的研究

・分散ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ型ﾛﾎﾞｯﾄｼﾐｭﾚｰﾀの開発
・施設内外の人計測と環境情報構造化の研究
・環境と作業構造のﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ

（05～08年、連携施策群連携施策群）

ﾛﾎﾞｯﾄの基盤ｿﾌﾄｳｪｱ開発（RTﾐﾄﾞﾙｳｪｱ）
（02～04年、経産省経産省）

ﾛﾎﾞｯﾄの
基
礎
技
術
の
発
展
（文科

省等

）

ﾛﾎﾞｯﾄの
基
礎
技
術
の
発
展
（

ﾛﾎﾞｯﾄの
基
礎
技
術
の
発
展
（文科

省等

文科
省等

））

産
業
用
ﾛﾎﾞｯﾄの

発
展
・普
及

産
業
用
ﾛﾎﾞｯﾄの

発
展
・普
及

産
業
用
ﾛﾎﾞｯﾄの

発
展
・普
及

いちご収穫ロボットの開発

（03～10年、農水農水省省）

ﾛﾎﾞｯﾄ等によるＩＴ施工システム

（03年～07年、国交国交省省）

先端融合型ＣＯＥ（06年～）



実用化研究

第１期科学技術基本計画

SPARS-Jソフトウェア検索システム
（サントリーにて実用）

第２期科学技術基本計画

第３期科学技術基本計画

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン
制

御
シ
ス
テ
ム
の
研
究
の

研
究
（科
研
費

,H5）

実用

デ
ー
タ
収
集
に
基
づ
くソ
フ
トウ
ェ
ア
開
発
支
援

シ
ス
テ
ム

（e-Soc iety ,H14-18）

ソ
フトウ
ェ
ア
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

シ
ミュ
レ
ー
シ
ョ
ン
とプ
ロ
ジェ
ク
ト

管
理
者
支
援
（科
研
費

,H10-11
）

戦略重点科学技術イノベーションパイプライン
ソフトウェアデータ収集・評価技術

基礎研究

管
理
作
業
を
重
視
し
た

堅
牢
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
プ

ロ
セ
ス
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

と
そ
の
実
行
支
援
シ
ス
テ

ム
（科
研
費

,H7）

ソ
フトウ
ェアプ
ロ
ダクトの

収
集・解
析・検

索
シス
テム

（ＪＳＴ,H13 -16）

コ
ー
ドク
ロ
ー
ン
リポ
ジト
リを
用
い
た統
合ソ
フトウ
ェ
ア
保
守

支
援
環
境
の
構
築
（科
研
費,H17-20）

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
工
学
デ
ー

タ
ベ
ー
ス(SEDB

)の
構

築
と
そ
の
協
調
利
用
に

関
す
る
研
究
（科
研

費
,H8）

CCFinderコードクローン検出システ
ム（百社以上で実用）

EPM開発データ収集システム（SEC
をはじめ10社以上で実用）

ソ
フ
トウ
ェ
ア
構
築
状
況
の
可
視
化

技
術
の
開
発
普
及

（新
規

,H19-23）

Docfbeソフトウェア開発データ予測
システム（日立製作所にてリスク予
測ツールとして実用）

欠落データ推定装置, 欠落
データ推定プログラム及び欠
落データ推定方法，特願
2003-377617

応用研究



戦略重点科学技術イノベーションパイプライン
大量の情報を瞬時に伝え誰もが便利・快適に利用できる次世代ネットワーク技術

基礎研究 基盤研究

第１期科学技術基本計画

次
世
代
イ
ン
タ
ー
ネ
ットに
関
す
る

研
究
開
発
等

ナ
ノ
技
術
を
活
用
し
た
超
高
速

ネ
ッ
トワ
ー
ク
技
術
の
研
究
開
発

（Ｈ
１
６
～
Ｈ
２
０
）

フ
ォ
トニ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術

に
関
す
る
研
究
開
発

（Ｈ
１
８
～
Ｈ
２
２
）

超
高
速
フ
ォ
トニ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

技
術
に
関
す
る
研
究
開
発
等

第２期科学技術基本計画

次
世
代
ネ
ットワ
ー
ク
基
盤
技
術
に
関
す
る
研
究
開
発

（Ｈ１８
～
Ｈ
２２）

ダ
イ
ナ
ミッ
クネ
ットワ
ー
ク技
術
の
研
究
開
発

（新
規
）

テ
ラ
ビ
ット級
ス
ー
パ
ー
ネ
ットワ
ー
クの

開
発
等

次
世
代
バ
ックボ
ー
ン
に
関
す
る
研
究
開
発

（Ｈ１７～
Ｈ２１）

大量の情報を瞬時
に伝え誰もが誰も
が便利・快適に利
用できる次世代

ネットワーク技術

ネットワーク上であ
らゆる活動をストレ

スなく時間と場所
を問わず安全に行
うことのできるネッ
トワーク高度化技
術

第３期科学技術基本計画
移
動
通
信シ
ステ
ム
に
お
ける周
波
数
の
高
度
利
用に
向

け
た
要
素
技
術
の研
究
開
発（Ｈ１７～

Ｈ１９）

未
利
用
周波
数
帯
へ
の
無
線ｼｽﾃﾑの

移
行
促
進に
向
け

た基
盤
技
術
の研
究
開
発
（Ｈ１７～

Ｈ２１）

１

実際のネット
ワークへ
順次適用

応用研究

（実証実験）

連 携

e-Japan戦略において、超高速
アクセスが可能な世界最高水準

のインターネット網の整備を促進
することとされた（2001）

ITU-Tにおける

NGNの標準化
の議論開始
（2004～）



第２期科学技術基本計画

第３期科学技術基本計画

情
報
家
電
の
高
度
利
活
用
技
術
の
研
究
開
発

情
報
家
電
の
高
度
利
活
用
技
術
の
研
究
開
発

Ｈ
１
８
～
Ｈ
２
０

Ｈ
１
８
～
Ｈ
２
０

人の能力を補い生活を支援する
ユビキタスネットワーク利用技術

超高速ﾓﾊﾞｲﾙ
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｼｽﾃﾑ技術

基礎研究 基盤研究 応用研究

（実証実験）

電
子
ﾀｸﾞの
高
度
利
活
用
技
術
に
関
す
る
研
究
開
発

電
子
ﾀｸﾞの
高
度
利
活
用
技
術
に
関
す
る
研
究
開
発

Ｈ
１
６
～
Ｈ
１
９

Ｈ
１
６
～
Ｈ
１
９

ﾕﾋﾞｷ
ﾀｽｾ
ﾝｻ
ｰﾈｯﾄﾜ

ｸー技
術
に
関
す
る
研
究
開
発

ﾕﾋﾞｷ
ﾀｽｾ
ﾝｻ
ｰﾈｯﾄﾜ

ｸー技
術
に
関
す
る
研
究
開
発

Ｈ
１
７
～
Ｈ
１
９

Ｈ
１
７
～
Ｈ
１
９

ｱｼﾞｱ・ﾕﾋﾞｷ
ﾀｽﾌ
ﾗ゚ｯﾄﾌｫｰﾑ

技
術
に
関
す
る
研
究
開
発

ｱｼﾞｱ・ﾕﾋﾞｷ
ﾀｽﾌ
ﾗ゚ｯﾄﾌｫｰﾑ

技
術
に
関
す
る
研
究
開
発

Ｈ
１
７
～
Ｈ
１
９

Ｈ
１
７
～
Ｈ
１
９

ﾕﾋﾞｷ
ﾀｽ
ﾈｯﾄﾜ

ｸー（何
で
も
ど
こ
で
も
ﾈｯﾄﾜｰ

ｸ）の
研
究
開
発

ﾕﾋﾞｷ
ﾀｽ
ﾈｯﾄﾜ

ｸー（何
で
も
ど
こ
で
も
ﾈｯﾄﾜｰ

ｸ）の
研
究
開
発

Ｈ
１
５
～
Ｈ
１
９

Ｈ
１
５
～
Ｈ
１
９

戦略重点科学技術イノベーションパイプライン
ユビキタスネットワーク利用技術

ユビキタスコンピューティングユビキタスコンピューティング
の概念（の概念（Mark Weiser Mark Weiser 19881988））

第１期科学技術基本計画
イ
ン
タ
ー
ネ
ット、モ

バ
イ
ル

イ
ン
タ
ー
ネ
ット、モ

バ
イ
ル

の
発
展

の
発
展

ユビキタスユビキタスIDIDセンターセンター
の設立の設立(2003)(2003)

ＩＰｖ６ＩＰｖ６ 基本仕様書基本仕様書
（（RFCRFC11888833）発行）発行((19919955))

AutoAuto--ID ID センターセンター
の設立の設立((19991999))

ユビキタスネットワーキングユビキタスネットワーキング

フォーラムの設立フォーラムの設立(200(20022))

EPC EPC GGloballobal

の設立の設立((20032003))

ユビキタスネット
ワーク社会の実現

高機能・低消費

電力ﾃﾞﾊﾞｲｽ技術

利便性、安全性
信頼性確保技術



戦略重点科学技術イノベーションパイプライン
世界と感動を共有するコンテンツ創造及び情報活用技術

基礎研究 基盤研究 応用研究

（実証実験）

第１期科学技術基本計画

第２期科学技術基本計画

第３期科学技術基本計画

次
世代
型映
像ｺﾝﾃﾝﾂ制

作・流通
支援
技術の

研
究開
発

次
世代
型映
像ｺﾝﾃﾝﾂ制

作・流通
支援
技術の

研
究開
発

（Ｈ１７～
Ｈ１９）

（Ｈ１７～
Ｈ１９）

世界と感動を共有するコンテンツ
創造及び情報活用技術

利便性、安全性、信頼性向上
技術

米
国
の
デ
ジ
タル
シネ
マ
制
作
の
本
格
化

ネットワー
クの
高
度化

デジタルシネマ初上映
（1999年、走査線2000本級）

デジタルシネマ実験推進協議会設立（2004年）
（実証実験、標準化の推進）

地上デジタルテレビジョン実証実験
（1998年、走査線2000本級）



戦略重点科学技術イノベーションパイプライン
世界と感動を共有するコンテンツ創造及び情報活用技術 （情報分析・解析、知能創造技術等）

基礎研究 実用化研究

第３期科学技術
基本計画

更なる情報爆発時
代における膨大な量

のデータの活用に向
けた対策

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
信
憑
性
検
証
技
術

等
に
関
す
る
研
究
開
発
（
総
務
省
、H

19 -H
22)

第１期科学技術
基本計画

ヒ
ュ
ー
マ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
に

関
す
る
研
究
開
発

ナ
チ
ュ
ラ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
研
究
開
発

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
技
術
の
研
究
開
発

第２期科学技術
基本計画

応用研究

機械翻訳（1955、九州大学） 音声認識（1983年頃、最初のデモ（Telecom83））

インターネット技術 （1993年頃普及）

検索エンジン（1995年頃、Altav ista社）

機械翻訳（1990年頃、コーパスベースの研究開始）

インターネットを介した風評被害（2003
年頃～、取り付け騒ぎ・SARS他）

u-Japan戦略において、膨
大な情報の取捨選択を支援
し、利便性を高める高度
エージェント技術を開発する

こととされた（2004）

大規模・超高速に情報を検索・解析する技術開発及びそれを支える超高

速並列処理型コンピューティング基盤を備えた次世代知的情報アクセス基

盤技術の開発（経済産業省,H19-21）



戦略重点科学技術イノベーションパイプライン
世界と感動を共有するコンテンツ創造及び情報活用技術 （情報の高信頼蓄積・検索技術等）

製品化
リアルタイムＳＡＮ
レプリケーション機
能（2005年6月）
SQLオブジェクト
用バッファの統計
情報表示コマンド
（2005年6月）
リアルタイムSAN
レプリケーションに
ログ同期方式を追
加（2006年6月）

基礎研究 実用化研究応用研究

先
進
的
な
ス
トレ
ー
ジ
技
術
及
び
ウ
ェブ
解
析
技
術

（文
部
科
学
省
、 e-Society、H15-19）

高
度
自
己
管
理
機
構
を
有
す
次
世
代
スト

レ
ー
ジ
アー
キ
テ
クチ
ャ

（文
部
科
学
省
、科
研
費
、H13-14）

広
域
分
散
型
情
報
収
集
・検
索
シ
ス

テ
ム
に
お
け
る
負
荷分
散
方
式
の
研

究
（文
部
科
学
省
、
科
研
費
、H13-

14）

製品化
Webページの高速
分散収集機能
（製品への搭載を
進めている）

第２期科学技術
基本計画

第３期科学技術
基本計画

更なる情報爆発時
代における膨大な量

のデータの活用に向
けた対策

大規模・超高速に情報を検索・解析する技術開発及びそれを支える超高

速並列処理型コンピューティング基盤を備えた次世代知的情報アクセス基

盤技術の開発（経済産業省,H19-21）

第１期科学技術
基本計画

イ
ン
タ
ー
ネ
ット上
の
知
識
集
約
を可
能
に
す
る
プラ
ットフォ

ー

ム
構
築
技
術
（文
部
科
学
省
、e-Society 、H15-19）

情
報
爆
発
時
代
に
お
け
る
情
報
管
理
・融
合
・活
用
基
盤

情
報
爆
発
時
代
に
お
け
る
安
全
・安
心

ITシ
ス
テ
ム
基
盤

（文
部
科
学
省
、科
研
費
、 H1８-22）

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
信
憑
性
検
証
技
術

等
に
関
す
る
研
究
開
発
（
総
務
省
、H

19 -H
22)

革
新
的
実
行
原
理
に
基
づ
く超
高
性
能
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
基
盤
ソフ
トウェ
ア
の
開
発

（文
部
科
学
省
、新
規
：H19-23）



戦略重点科学技術イノベーションパイプライン
世界一安全・安心なIT社会を実現するセキュリティ技術

（情報セキュリティ技術の高度化）
（技術を補完しより強固な基盤を作るための管理手法）

基礎研究 応用研究 実用化研究

暗号・認証技術
の高度化

不正アクセス対策技術

デジタル権利管理
システムの実現等

攻撃追跡

・コンテンツ管理技術等

・耐サイバー攻撃技術等

・広域モニタリング・
ログ解析技術等

重要な情報を守るための

情報管理技術

・攻撃遮断技術

・脅威分析、脆弱性情報共有技術等

・モバイル端末における
セキュリティ保護技術等

・高度ネットワーク認証基盤技術等

・暗号・認証ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ等
・暗号評価手法等

第２期科学技術基本計画

・スパムメールやフィッシング等
サイバー攻撃の停止に向けた試行

・正確な時刻に基づく情報開示
制御技術

・経路ハイジャックの検知・
回復・予防に関する研究開発

・情報漏えい対策技術の
研究開発

第１期科学技術基本計画

2000年１月
行政機関HP改ざん

2003年１月
SQL Slammer韓国
でインターネット障害

第３期科学技術基本計画

2004年6月
ボットによる大規
模なDDoS攻撃

2005年
情報漏えい事件の多発


